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平
成
21
年
度
伊
方
町
土
地
開
発
公

社
事
業
計
画
書
の
提
出
に
つ
い
て

  

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画

書
を
提
出

平
成
20
年
度
伊
方
町
の
教
育
に
関

す
る
事
務
の
点
検
・
評
価
報
告
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
27
条
の
規
定

に
よ
り
点
検・評
価
報
告
書
を
提
出

伊
方
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

  

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

を
一
括
し
て
公
表
す
る
た
め
条
例

の
制
定

　

前
年
度
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況

の
公
表

伊
方
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

統
計
法
の
全
部
を
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正

伊
方
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
家
公
務

員
の
制
度
に
準
じ
る
た
め
条
例
の

一
部
を
改
正

〔
執
務
時
間
〕

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　

↓
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

伊
方
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

〔
夜
間
看
護
手
当
〕

午
後
５
時
30
分
↓
午
後
５
時
15
分

伊
方
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

１
週
間
の
勤
務
時
間
改
正    

伊
方
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

１
週
間
の
勤
務
時
間
の
改
正

　

給
与
か
ら
控
除
出
来
る
も
の
の
条

文
追
加

伊
方
町
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ

る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

半
日
勤
務
時
間
の
４
時
間
を
明

確
化

伊
方
町
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正

伊
方
町
防
災
行
政
用
無
線
局
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
施
設（
固
定
系
）

整
備
工
事
の
完
成
に
伴
い
、送
信
・

受
信
設
備
及
び
中
継
局
の
設
置
場

所
を
定
め
る
た
め
条
例
の
一
部
を

改
正

伊
方
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
及
び
伊
方
町
消
防

団
組
織
の
再
編
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正

〔
定
員
〕

　

７
６
４
名
↓
６
５
４
名

〔
出
動
手
当
・
訓
練
手
当
〕

　

１
、
３
０
０
円
↓
１
、
８
０
０
円

伊
方
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

伊
方
町
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の

策
定
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
改
定

に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正

　

保
険
料
率
・
保
険
料
の
改
正

伊
方
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
た

め
に
行
わ
れ
る
介
護
報
酬
改
定
に

伴
う
保
険
料
の
上
昇
分
を
抑
制
す

る
た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
た
め

条
例
を
制
定

伊
方
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正

伊
方
町
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

教
員
住
宅
の
所
管
換
え
に
伴
い

条
例
の
一
部
を
改
正

 

・
塩
成
教
職
員
住
宅
↓
塩
成
振
住
宅

 

・
川
之
浜
教
職
員
住
宅
↓
川
之
浜
住
宅

伊
方
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

伊
方
町
奨
学
資
金
を
貸
付
す
る

た
め
に
基
金
の
額
を
増
額
す
る
た

め
の
条
例
の
制
定

　

４
億
１
、
８
０
０
万
円

　
　

↓
４
億
３
、
４
０
０
万
円

伊
方
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

伊
方
町
立
三
崎
小
学
校
校
舎
完

成
に
伴
い
校
舎
の
位
置
を
変
更
す

る
た
め
の
条
例
の
制
定

　

二
名
津
４
４
２
番
地

　
　

↓
三
崎
９
０
７
番
地

    

３ 月 定 例 会 の 動 き３ 月 定 例 会 の 動 き３ 月 定 例 会 の 動 き
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

第16回定例会は、３月10日～18日開催
報告２件、条例17件、予算14件、補正予算13件、
契約３件、その他５件、発議１件
（すべて原案可決・認定しました）

主
な
決
定
事
項

報　
　

  

告

条　
　

  

例
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伊
方
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
自
治
活

動
推
進
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
基
金
の
取
り
崩
し
に
伴

う
返
還
金
を
活
用
し
自
治
活
動
の

活
性
化
を
図
り
、
集
落
機
能
の
再

生
と
自
立
を
促
進
し
、
住
み
よ
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
基
金
造
成
を
行
う
た
め
の
条

例
の
制
定

平
成
20
年
度
伊
方
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
３
、
８
１
９
万
９
千
円
を
追

加
し

予
算
の
総
額
を

１
１
７
億
６
、
７
５
２
万
７
千
円

と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

事
業
勘
定

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
９
１
６
万
３
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

18
億
６
、
９
４
４
万
５
千
円
と
す
る

直
営
診
療
施
設
勘
定

２
、
０
７
５
万
９
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

６
億
５
、
３
０
３
万
９
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
学
校
給
食
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
５
３
万
２
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

４
、
６
６
９
万
１
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
港
湾
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
２
万
８
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

２
、
２
６
３
万
５
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
２
５
万
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

２
億
５
１
３
万
９
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
、
１
４
７
万
９
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

１
億
５
、
１
３
４
万
６
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
２
１
万
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

10
億
４
、
４
６
３
万
３
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
介
護
サ
ー
ビ

ス
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

15
万
１
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

１
、
３
５
３
万
６
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
８
８
万
９
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

４
億
６
、
５
０
９
万
２
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
小
規
模
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
７
２
万
１
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

１
億
７
、
８
４
１
万
９
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
特
定
地
域
生

活
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

財
源
内
訳
の
変
更

予
算
の
総
額
を

４
、
２
７
０
万
９
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
風
力
発
電
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
０
０
万
５
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

４
、
５
５
４
万
３
千
円
と
す
る

平
成
20
年
度
伊
方
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

水
道
事
業
収
益
に

８
、
２
７
６
万
５
千
円
を
追
加
し

収
益
の
総
額
を

３
億
２
、
１
７
２
万
円
と
す
る

水
道
事
業
費
用
を

７
３
８
万
減
額
し

費
用
の
総
額
を

３
億
１
、
９
０
５
万
７
千
円
と
す
る

資
本
的
収
入
に

２
、
２
２
１
万
１
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

２
億
９
、
２
７
９
万
４
千
円
と
す

る資
本
的
支
出
を

１
、
８
６
８
万
円
減
額
し

予
算
の
総
額
を

３
億
６
、
４
０
３
万
５
千
円
と
す
る

伊
港
交
第
４
号
伊
方
港
湊
浦
物
揚

場
（
―
2.0
ｍ
）（
Ⅱ
）
築
造
工
事

請
負
契
約
の
変
更
締
結
に
つ
い
て

変
更
前

１
億
８
、
０
７
３
万
６
千
円

変
更
後

１
億
１
、
７
８
７
万
１
千
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
減
額
）

東
亜
建
設
工
業
株
式
会
社
松
山
営

業
所

公
営
住
宅
整
備
事
業
伊
方
団
地
建

設
工
事
請
負
契
約
の
変
更
締
結
に

つ
い
て

変
更
前

２
億
６
、
０
４
０
万
円

変
更
後

２
億
６
、
１
６
４
万
８
千
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額
）

共
立
建
設
株
式
会
社
四
国
支
店

大
成
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金
事
業

（
分
割
の
５
）
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

契
約
金
額

８
、
９
４
６
万
円

ア
イ
エ
ン
工
業
株
式
会
社
松
山
営

業
所

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
し
た
路
線
名

町
道
加
周
田
之
浦
線

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

町
道
正
野
ヤ
ケ
ヤ
マ
線

補
正
予
算

契　
　

  

約

　主　な　内　容  （単位：千円）

事 　業　 内　 容 予算額
地域活性化・生活対策臨時交付金事業 287,724
定 額 給 付 金           207,266
子 育 て 応 援 特 別 手 当 4,730
生 活 交 通 バ ス 路 線 維 持 6,200
町 議 会 議 員 選 挙 執 行 経 費 1,923
水 道 事 業 会 計 補 助 金 97,037
三崎小学校校舎改築工事入札減 △32,676

そ　 

の　 

他
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伊
方
町
斎
場
の
新
設
に
つ
い
て

〔
場
所
〕　

神
崎
ヲ
ヨ
ボ
シ
２
１
８
３
番
地
４

〔
構
造
〕

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
２
階
建

〔
面
積
〕

延
床
面
積
４
１
３
．２
７
㎡（
予
定
）

伊
方
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
９
月
29
日
に
議
会
の

議
決
を
得
て
策
定
し
た
計
画
に
つ

い
て
一
部
を
変
更

公
有
水
面
埋
立
の
意
見
答
申
に
つ

い
て

　

塩
成
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面

の
埋
立
３
、
８
１
９
．
７
７
㎡

国
会
議
員
の
定
数
及
び
衆
議
院
小

選
挙
区
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

原
案
ど
お
り
可
決

発　
　

  

議

平成21年度　伊方町会計別当初予算総額
（単位：千円）

区　

分
会　計　名

平成21年度 平成20年度 比　　較 備　　考

当初予算額Ａ 当初予算額Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ×100（％）

普　

通　

会　

計

一 般 会 計 10,970,106 9,855,427 1,114,679 11.31

学 校 給 食 会 計 48,974 44,728 4,246 9.49

住宅新築資金等貸付事業会計 5,850 4,303 1,547 35.95

計 11,024,930 9,904,458 1,120,472 11.31

特　
　
　
　

別　
　
　
　

会　
　
　
　

計

国 民 健 康 保 険 会 計 2,579,521 2,566,848 12,673 0.49

（事　業　勘　定） 1,908,545 1,908,794 △249 △0.01

（直営診療施設勘定） 670,976 658,054 12,922 1.96

港 湾 整 備 事 業 会 計 25,025 13,482 11,543 85.62

老 人 保 健 会 計 3,907 191,940 △188,033 △97.96

後期高齢者医療保険会計 177,398 177,642 △244 △0.14

介 護 保 険 会 計 1,030,866 1,008,518 22,348 2.22

介 護 サ ー ビ ス 会 計 14,200 9,726 4,474 46.00

公 共 下 水 道 事 業 会 計 508,212 426,320 81,892 19.21

小 規 模 下 水 道 事 業 会 計 269,288 139,270 130,018 93.36

特定地域生活排水処理事業会計 55,098 55,175 △77 △0.14

風 力 発 電 事 業 会 計 42,930 42,921 9 0.02

計 4,706,445 4,631,842 74,603 1.61

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 650,142 712,836 △62,703 △8.80

計 650,142 712,836 △62,703 △8.80

合　　　　計 16,381,517 15,249,136 1,132,372 7.43
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一
　
般 

　
質
　
問

　
通
　
告
　
概
　
要

 

阿　
部　

吉　
馬　
議
員

　

○
教
員
住
宅
入
居
状
況
と
対
処
状
況
に
つ
い
て

　

○
伊
方
町
の
方
向
性
に
つ
い
て

篠　
川　

長　
治　
議
員

　

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
対
策
等
に
つ
い
て

　

○
定
額
給
付
金
の
支
給
等
に
つ
い
て

清　
家　
慎
太
郎　
議
員

　

○
婚
活
支
援
に
つ
い
て

　

○
第
一
期
山
下
町
政
に
つ
い
て

桝　
田　

和　
美　
議
員

　

○
第
２
次
補
正
予
算
に
対
す
る
伊
方
町
の
対
応
に
つ
い
て

阿
部　

吉
馬 

議
員

教
員
住
宅
入
居
状

況
と
対
処
状
況
に

つ
い
て

問　
少
子
化
に
伴
い
児
童
生
徒
が

減
少
し
町
内
の
小
学
校
も
統
廃
合

が
進
み
、
ま
た
道
路
整
備
も
整
い

自
宅
通
勤
者
が
増
え
教
員
住
宅
の

空
き
状
態
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

昨
年
度
、
串
地
区
教
員
住
宅
を

一
部
改
修
し
一
般
住
宅
と
し
て
公

募
を
し
、
抽
選
の
結
果
、
外
れ
た

方
も
お
ら
れ
、
後
継
者
の
中
に
は

条
件
緩
和
を
し
て
入
居
等
が
出
来

な
い
の
か
等
、
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
町
も
改
善
に
向
け
検
討
を

し
て
い
る
と
は
思
う
が
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
に
は
少
し

遅
れ
気
味
の
感
が
す
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
に
つ
き
お
伺
い

し
ま
す
。

（
１
）
空
き
状
況
と
今
後
の
教
員

入
居
者
の
推
移
に
つ
い
て
。

（
２
）
改
修
・
改
善
し
た
後
の
入

居
者
募
集
の
条
件
緩
和
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

答　
（
１
）
各
地
域
の
入
居
率
は
、

・
伊
方
地
域
13
戸
中
10
戸
入
居

（
76
・
９
％
）

・
瀬
戸
地
域
24
戸
中
16
戸
入
居

（
66
・
７
％
）

・
三
崎
地
域
29
戸
中
10
戸
入
居

（
34
・
４
％
）

　

教
職
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
等
に
よ
り
今
後
も
入
居
者
の

増
加
は
見
込
め
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。

（
２
）
転
用
後
は
町
の
公
共
賃
貸

住
宅
と
し
て
当
該
条
例
に
定
め
る

手
続
き
に
よ
り
貸
し
付
け
る
こ
と

と
な
り
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

（
町　

長
）

川之浜住宅

伊
方
町
の
方
向
性

に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
総
合
計
画
目
標
達

成
に
向
け
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
る

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
町
長
は
以
前

「
合
併
協
議
事
項
を
優
先
的
に
し

て
い
き
た
い
」と
発
言
さ
れ
た
が
、

現
在
、
規
模
縮
小
等
を
含
め
方
向

性
と
し
て
は
見
通
し
が
出
来
た
の

で
は
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
町
民

が
一
体
感
を
持
ち
「
伊
方
に
住
ん

で
良
か
っ
た
、
ふ
る
さ
と
を
誇
れ

る
町
づ
く
り
」
を
中
心
に
伊
方
町

だ
か
ら
出
来
る
政
策
、
町
の
生
活

環
境
を
考
慮
し
た
政
策
に
重
点
を

置
い
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　

本
町
は
、
農
漁
業
の
第
一
次
産

業
が
主
幹
産
業
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
を

取
り
巻
く
環
境
状
況
は
悪
く
、
個

人
所
得
の
減
少
が
近
年
続
い
て
い

る
現
在
、
町
の
今
後
の
方
向
性
と

し
て
農
漁
業
の
活
性
化
に
重
点
を

置
い
た
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、

（
１
）
伊
方
町
の
今
後
の
進
む
べ

き
方
向
性
に
つ
い
て
、
町
長
の
ご

所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
（
１
）
第
１
段
階
と
し
て
時

代
の
変
化
に
も
対
応
し
な
が
ら
、

新
町
建
設
計
画
及
び
町
総
合
計
画

に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
基

本
に
し
た
施
策
の
実
現
。
第
２
段

階
は
21
年
度
に
予
定
し
て
い
る
新

町
建
設
計
画
の
合
併
後
の
前
期

５
ヵ
年
の
評
価
点
検
と
後
期
５
ヵ

年
の
方
向
性
に
つ
い
て
見
直
し
作

業
の
実
施
。
更
に
第
３
段
階
と
し

て
町
の
将
来
に
向
け
た
行
財
政
改

革
を
伴
う
行
政
シ
ス
テ
ム
の
効
率

化
と
、
誇
り
を
持
て
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
進
め
地
域
力
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 

（
町　

長
）
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体
の
対
応
に
任
さ
れ
た
た
め
か
、

行
動
計
画
の
策
定
や
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
市
町
村
が
全
体
の
６
％

し
か
な
い
こ
と
が
厚
生
労
働
省
の

調
査
で
分
か
っ
た
と
報
じ
て
い

る
。
政
府
は
今
年
、
愛
知
県
と
共

同
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
を
想
定
し
た
大
規
模
な
訓
練
を

実
施
。
ま
た
厚
生
労
働
省
で
は
、

国
内
で
一
人
が
感
染
し
た
場
合
、

２
ヶ
月
で
２
千
５
百
万
人
が
感
染

し
64
万
人
が
死
亡
す
る
と
推
計
し

て
い
る
。

　

以
上
等
か
ら
、

（
１
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
に
備
え
た
行
動
計
画
策
定
に
つ

い
て
の
ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
（
１
）
県
に
お
い
て
、
行
動

計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、
状
況

等
の
変
化
に
伴
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
各
市
町
の
役
割

等
、
細
部
に
わ
た
り
見
直
し
作
業

を
実
施
し
て
お
り
、作
業
終
了
後
、

必
要
に
応
じ
計
画
の
策
定
に
着
手

い
た
し
た
い
。 

（
町　

長
）

問　
定
額
給
付
金
は
、昨
年
の「
安

全
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対

篠
川　

長
治 

議
員

清
家
慎
太
郎 

議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
対
策
等

に
つ
い
て

婚
活
支
援
につ

い
て

定
額
給
付
金
の

支
給
等
に
つ
い
て

問　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

は
、
動
物
、
特
に
鳥
類
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
感

染
し
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
効

率
よ
く
感
染
す
る
よ
う
に
変
化

し
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

起
こ
る
疾
患
で
、
こ
の
よ
う
な
例

の
一
つ
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
が

あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
は
世
界
人

口
の
25
～
30
％
が
罹
患
し
４
千
万

人
が
死
亡
し
た
と
推
計
さ
れ
て
お

り
、
日
本
で
は
２
千
３
百
万
人
が

感
染
し
39
万
人
が
死
亡
し
た
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
２
０
０
５
年
に
国
の
行

動
計
画
を
決
定
。
そ
の
後
、
都
道

府
県
レ
ベ
ル
で
も
策
定
が
進
ん
だ

が
、
市
町
村
に
つ
い
て
は
各
自
治

策
」
の
中
で
、
世
界
的
な
原
油
・

食
糧
価
格
高
騰
の
中
で
家
計
を
支

援
す
る
た
め
に
特
別
減
税
と
い
う

形
で
登
場
し
、
対
策
の
本
文
で
は

“
有
効
需
要
創
出
を
目
的
と
し
た

財
政
出
動
は
行
わ
な
い
”
と
明
言

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
、
そ
の

後
の
「
生
活
対
策
」
の
中
で
、
景

気
後
退
下
で
の
生
活
者
の
不
安
に

対
応
す
る
た
め
家
計
へ
の
緊
急
支

援
と
し
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら

も
景
気
刺
激
策
と
い
う
目
的
で
は

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、昨
年
は「
定

額
給
付
金
は
国
民
の
生
活
支
援
の

た
め
で
あ
り
高
額
所
得
者
が
受
け

取
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
た
が
、今
年
に
な
り「
消

費
振
興
と
内
需
拡
大
の
た
め
に
国

民
全
員
が
受
け
と
っ
て
消
費
に
使

う
べ
き
」
と
変
わ
っ
た
た
め
、
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
は
麻
生
総
理
が
発

言
を
変
え
た
と
の
報
道
を
行
っ

た
。

　

平
成
20
年
度
第
２
次
補
正
予
算

の
目
玉
で
あ
る
総
額
２
兆
円
規
模

の
定
額
給
付
金
は
、
給
付
と
は
別

に
８
２
５
億
円
余
り
も
の
経
費
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

総
務
省
は
、
関
連
法
案
成
立
ま
で

に
対
象
者
の
リ
ス
ト
化
や
、
申
請

書
類
の
郵
送
・
受
付
等
を
挙
げ
る

と
と
も
に
、
市
町
村
議
会
で
給
付

金
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案
審

議
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
考
え
を

示
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

（
１
）
定
額
給
付
金
の
支
給
事
務

等
に
要
す
る
町
の
費
用
。

（
２
）
定
額
給
付
金
の
支
給
事
務

等
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答　
（
１
）
対
象
者
に
対
す
る
給

付
金
１
億
９
、
４
８
６
万
円
。
臨

時
職
員
の
賃
金
等
人
件
費
６
２
４

万
８
千
円
。
申
請
書
等
の
印
刷
費

及
び
郵
送
料
等
２
４
６
万
円
。
電

算
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
２
０
０
万

円
。
そ
の
他
１
６
９
万
８
千
円
。

（
２
）
今
議
会
の
承
認
後
、
申
請

書
の
発
送
及
び
受
付
開
始
。
４
月

中
旬
〜
下
旬
に
支
給
の
予
定
。

（
町　

長
）

問　
目
に
見
え
る
明
る
い
地
域
貢

献
と
し
て
伊
方
町
行
政
企
画
あ
る

い
は
開
催
支
援
に
よ
る
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
等
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
町
長
の
所
見
を
お
伺
い

し
ま
す
。

答　
新
た
な
出
会
い
の
機
会
を
提

供
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
強
く
認

識
し
て
お
り
積
極
的
に
取
り
組
み

を
進
め
、
早
期
の
実
現
を
目
指
し

て
参
り
た
い
。 

（
町　

長
）

問　
１
．
就
任
し
て
か
ら
直
ち
に

第
一
期
山
下
町
政

に
つ
い
て
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入
札
改
革
に
取
り
組
み
、
県
内
で

い
ち
早
く
、
主
に
地
域
に
よ
る
制

限
付
一
般
競
争
入
札
を
導
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
を
育
む
元
と

な
っ
た
指
名
競
争
入
札
に
メ
ス
を

入
れ
、
能
力
に
よ
る
機
会
の
平
等

の
実
現
。

２
．
前
町
政
で
は
少
額
で
も
本
庁

幹
部
へ
お
伺
い
が
必
要
と
さ
れ
決

裁
に
多
大
な
時
間
が
か
か
り
、
住

民
の
皆
様
に
大
変
な
ご
迷
惑
を
か

け
て
い
た
状
態
の
改
善
の
た
め
の

「
思
い
や
り
予
算
」
の
創
設
、

３
．
道
路
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
雑
草

等
を
除
去
し
道
路
の
景
観
と
車
両

通
行
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
環

境
作
業
チ
ー
ム
の
創
設
、

４
．
町
の
未
来
の
宝
、
子
ど
も
達

の
安
全
と
良
好
な
教
育
環
境
を
確

保
す
る
た
め
の
三
崎
小
学
校
・
伊

方
保
育
所
改
築
事
業
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
事
業
、

５
．
町
随
一
の
観
光
地
佐
田
岬
灯

台
の
駐
車
場
整
備
事
業
、

６
．
火
葬
中
に
炉
が
故
障
し
、
最

後
の
お
別
れ
の
場
で
故
人
と
遺
族

の
方
々
に
多
大
な
精
神
的
苦
痛
を

与
え
て
し
ま
っ
て
い
た
状
態
を
改

善
す
る
た
め
の
伊
方
町
斎
場
建
設

計
画
、

７
．
過
疎
高
齢
化
対
策
と
し
て
要

望
の
強
か
っ
た
特
養
施
設
建
設
を

含
む
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
、

　

他
に
も
、
教
員
住
宅
の
所
管
換

え
に
よ
る
定
住
促
進
事
業
、
町
内

の
一
体
感
醸
成
の
た
め
の
町
民
運

動
会
の
開
催
等
々
。

　

い
よ
い
よ
１
期
目
の
仕
上
げ
の

年
に
向
か
う
に
あ
た
り
、
以
下
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

（
１
）
山
下
町
政
誕
生
以
来
約
３

年
を
振
り
返
る
中
で
、
先
述
の
事

業
等
の
効
果
は
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
と
お
考
え
か
、
ま

た
課
題
は
ど
ん
な
こ
と
と
思
わ
れ

る
か
。

（
２
）
町
政
運
営
に
対
し
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
臨
も
う
と
し
て
お
ら

れ
る
か
。

　
答　
（
１
）
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
「
伊
方
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
。
合
併
し
て
良
か
っ
た
。」

と
心
か
ら
実
感
出
来
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
き
た
事
業
の
一
つ
一
つ

が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
効
果
も
町
民
の
皆
様

の
暮
ら
し
の
向
上
の
た
め
に
得
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
。
課
題
と
し

て
は
第
１
次
産
業
の
振
興
と
後
継

者
不
足
。
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化

に
伴
う
集
落
機
能
の
低
下
が
大
き

な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
今
ま
で
同
様
、
初
心
忘
る

べ
か
ら
ず
の
謙
虚
な
心
で
町
民
の

暮
ら
し
を
最
優
先
に
、
直
面
す
る

町
政
の
懸
案
事
項
に
対
し
て
は
公

平
公
正
を
基
本
と
し
真
摯
な
姿
勢

で
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。 

（
町　

長
）

桝
田　

和
美 

議
員

第
２
次
補
正
予
算

に
対
す
る
伊
方
町

の
対
応
に
つ
い
て

付
金
以
外
に
補
助
が
見
込
め
な
い

こ
と
等
に
考
慮
し
て
検
討
し
、
伊

方
保
育
所
の
移
転
改
築
に
伴
う
用

地
取
得
、
学
校
等
に
設
置
す
る
テ

レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
、
道
路

や
町
営
住
宅
等
の
維
持
修
繕
事

業
、
全
世
帯
に
火
災
警
報
器
１
器

を
無
償
貸
与
す
る
事
業
等
19
事
業

を
計
画
し
て
い
る
。

（
２
）
対
象
児
童
数
１
２
２
名
で

総
支
給
額
４
３
９
万
２
千
円
の
見

込
。
申
請
書
の
発
送
は
定
額
給
付

金
と
同
時
期
の
３
月
中
旬
、
受
付

場
所
に
つ
い
て
は
保
健
福
祉
課
及

び
瀬
戸
・
三
崎
各
総
合
支
所
、
各

保
育
所
を
予
定
し
て
い
る
。

（
町　

長
）

問　
（
１
）
地
域
活
性
化
・
生
活

対
策
交
付
金
と
し
て
政
府
の
生
活

対
策
に
沿
っ
た
事
業
を
行
う
自
治

体
を
支
援
す
る
交
付
金
と
し
て
６

千
億
円
を
充
て
て
い
る
が
町
の
交

付
金
は
い
く
ら
に
な
る
か
。
生
活

対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
た
実
施

計
画
を
予
算
成
立
後
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
町
で
は
ど

の
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
る

か
。

（
２
）
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は

平
成
20
年
度
の
緊
急
措
置
と
し
て

幼
児
教
育
期
、
平
成
14
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
第
２
子
以
降
の
子
に

１
人
当
た
り
３
万
６
千
円
が
支
給

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
町
に
お

い
て
対
象
者
数
と
支
給
総
額
は
い

く
ら
に
な
る
か
。
ま
た
、
申
請
書

の
受
付
や
案
内
通
知
等
、
給
付
に

伴
う
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答　
（
１
）
交
付
金
２
億
２
、
０

９
４
万
７
千
円
の
見
込
で
、
町
内

の
内
需
拡
大
に
寄
与
し
経
済
効
果

が
見
込
め
る
こ
と
、
ま
た
暮
ら
し

に
必
要
な
子
育
て
支
援
や
安
全
安

心
に
資
す
る
こ
と
、
更
に
こ
の
交
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委 員 会（協 議 会）報 告
月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　要

２月２７日 議会運営委員会 第16回定例会の運営について

３月　５　日 議員全員協議会

伊方町執務時間の変更について
伊方町消防団の再編について
ふるさとづくり自治活動推進事業について
伊方町保育所保育料の軽減について
伊方町介護保険事業計画について
伊方町教職員住宅の所管換えについて
三崎地区風力発電施設建設に伴う立木補償金の取り扱いについて
国の第２次補正予算関連の町事業について
　①緊急雇用創出事業について
　②地域活性化・生活対策臨時交付金事業について
　③子育て応援特別手当について
平成20年度伊方町の教育に関する事務の点検・評価報告書について
条例について
その他
　①ＮＰＯ法人佐田岬ツーリズム協会の活動報告について
　②伊方発電所３号機耐震安全性評価結果について

３月１３日
総務文教委員会
生活福祉委員会
産業建設委員会

平成21年度各会計予算審議（委員会合同）

１月３日　伊方町成人式
　　５日　2009年賀交歓会（松山市）
　　16日　愛媛県町村議会議長会第４回定例会（松山市）
　　　　　例月現金出納検査（監査委員）
２月４日　議会だより編集委員会
　　　　　中学校　少年式
　　８日　伊方町成人講座
９～10日　町議会事務局職員研修会（松山市）
11～14日　 伊方町人権対策協議会先進地視察研修（滋賀県）
　　13日　島根県江津市議会行政視察
　　　　　例月現金出納検査（監査委員）
　　17日　愛媛県町村議会議長会第60回定期総会（松山市）
　　　　　愛媛県町村監査委員協議会第９回定期総会（松山市）
　　20日　愛媛県政発足記念日知事表彰（松山市）
　　22日　伊方町生涯学習推進大会
　　25日　 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会第1回

定例会（松山市）
　　26日　 全国エネキャラバン「考えよう!ニッポン

のエネルギーのことin愛媛」（松山市）
　　27日　議会運営委員会
３月３日　南予水道企業団３月議会定例会
　　　　　伊方町民生委員推薦会
　　５日　議員全員協議会

３月８日　「伊方町を描く絵画展」審査会（松山市）
10～18日　伊方町議会第16回定例会
　　13日　平成21年度予算審議（合同委員会）
　　15日　伊方町消防出初式
　　17日　中学校　卒業式
　　19日　八幡浜地区施設事務組合議会
　　　　　例月現金出納検査（監査委員）
　　20日　「伊方町を描く絵画展」表彰式（松山市）
　　23日　伊方町環境審議会
　　24日　小学校　卒業式
　　25日　豊之浦・塩成小学校　閉校式
　　26日　伊方町俳句連合会新春俳句大会
　　30日　伊方原子力発電所環境安全管理委員会（松山市）
　　　　　 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会定

例会（大洲市）
　　31日　伊方町環境監視委員会
　　　　　辞令交付式（退職者）
４月１日　辞令交付式
　　８日　小・中学校　入学式
　　９日　伊方中学校　入学式
　　10日　伊方サービス新社屋竣工式
　　　　　例月現金出納検査（監査委員）
　　27日　議員懇談会

議 　 会 　 日 　 誌議 　 会 　 日 　 誌議 　 会 　 日 　 誌


